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2022/5/21～22に梅小路公園フェスティバルが行われました。

募金活動・献血や
［WEGO］をはじめ有名ファッション店による古着のフリーマーケットのほか、
移動図書館や京野菜・食材の販売など、幅広い年代が楽しめました。

どんなイベント？？
地域の活性化とエシカル消費をテーマにしたイベントです

ケイジパックはパネルを作成し参加しました

エシカルとは？
「倫理的な」という意味の言葉。
人々が正しいと思う良心的な社会規範のことを”エシカル”といいます。
日本には、エシカルという言葉が浸透するずっと前から大切にされてきた
「おたがいさま」「おかげさま」「もったいない」「足るを知る」という精神性を表す言葉があります。
生産者と消費者の間に壁がある現代でも、私たちの暮らしが人や地球環境と繋がっていることは変わりません。
私たちが、何を食べるか（食べないか）、何を着るか（着ないか）、
お金をどう使うか（使わないか）によって生産者や地球環境に影響を与えることを忘れてはいけません。



地震、大雨など災害時の頼りになる防災対策アプリに注目!
地震、台風、ゲリラ豪雨など、いつ見舞われるかわからない自然災害。

防災グッズ、非常食の備蓄などと同時に、用意しておきたいのが防災アプリです。

安否確認できるものから、避難経路をナビゲートしてくれるものまで、

アプリの種類や機能はさまざま。

どれを選べばいいのか迷ってしまう人もいるでしょう。

情報の信頼性を重視してアプリを選ぶ
防災アプリを選ぶときのポイントですが、まず「情報の信頼性」があります。情報の信頼性は各自で判断しなければいけません。

気象庁など公的機関が発表した情報なら信頼性は高いでしょうし、

Yahoo!やGoogleのように、利用者数が多いアプリを選ぶという考え方もあります。

機能はシンプルなほうが使いやすいものの、被災時はできるだけ多くの情報が必要になるケースも想像できます。

そこで、２つ目のポイントとしてあげたいのは「防災に求められる機能が豊富であること」です

スマホとの相性も事前に確認しておこう

また、機能豊富でも、使い方が難しいアプリではなく、操作しやすいアプリを選びたいもの。

「直感的に操作できる」が、3つ目のポイントになります。

スマホとアプリの相性もあるため、インストールして安心するのではなく、正常に稼働するかどうかも確認するようにしてください。

地震から身を守る安全行動訓練「シェイクアウト」

2008年に米国カリフォルニア州で始まった一斉防災訓練に「ShakeOut（シェイクアウト）」というものがあります。
※「ShakeOut」は、「地震を振り払え」「地震を吹き飛ばせ」といった意味が込められた造語。

日本では「シェイクアウト」や「シェイクアウト訓練」と呼ばれ、
この訓練で行われる次の３つの動作が、地震から身を守る安全行動の１-２-３となります。

出典：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議

日頃からこの動作を練習しておけば、いざという時にすばやく反応できるでしょう。

① まず低く（DROP！）・・・姿勢を低くします。
② 頭を守り（COVER！）・・・頭を守ります。
③ 動かない（HOLD ON！）・・・揺れが収まるまで、その場で動かないようにします。
※机などもぐるところがない場合は、荷物や手で頭を抱え身を守りましょう。
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